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　中学 ・高校か ら大学 ま で 長年 、 英 語 を勉強 して きた 学生 の 多 くは 、

一
度は英語 圏 に行

っ て 自分 の 英語 を試 して み た い と考 え るで あろ う 。 しか し現 地 に 行 く と、思 っ た よ う に

意思 疎通が で きず 、 自信 を喪失 し、満足 に 英語 を話せ ずに帰 国す る 学生 も少 な くな い 。

こ の 現実 に 対 して 、
「こ の 問題 は英会話 に慣れて い な い の が原 因だ」 と短絡 的な意 見 を

い う英 語 教 員 もい る 。 しか しな が ら 、 意思疎通 の 問題の 最 も大 き な原因 の 一
つ に は 、 生

活 語 彙 と い わ れ る英 語母 国語 話 者 に と っ て は当然の 語彙が 、日本人英語学習者 に 欠如 し

て い る こ と が あ げられ る で あろ う 。 また 、 使 われ る 表現が 日本の 中学や 高校で 習 っ た 学

校英語 と は温度差が あ り、リス ニ ン グと い う時間 的制約 が あ る 言語活 動 の 中で は うま く

解釈で きな い 場合 も多々 あ るで あ ろ う 。 本発表で は 、 こ の よ うな 問題 に局所 的に 対応で

き る よ うな テ キス ト開発 の 必 要性 を明示 し、そ の 編集の 焦 点を論 じた い 。 テ キス ト前半

の 編 集焦点 は 海外 旅 行 や短 期留学な どの 際に、知 っ て い れ ば反応で きる生活 語彙や 、 簡

単 で は あ る が 学校 英 語 とは少 し意 味が違 う語彙や 頻出す る慣用 句 をテ
ー

マ 別 に 作為 的

に幾 っ か 教示 し、 TOEIC 形 式の 語 彙文 法 問題 で リサ イ クル させ る とい う もの で ある 。

そ して 後半 は TOEIC
 

テ ス トリス ニ ン グ問題 の 中で 反 復練習 させ 、最後 に 平易な エ ッ セ

イ リーデ ィ ン グで締め く く る と い う の が 焦点 で ある 。 発表 で は、こ の よ うなモ チ ー
フ の

テ キ ス トの 有意性 に言及す る 。

　 上 述 した よ うに 、 英語 母 国語 話 者 に と っ て は簡単 な生活語彙で あ っ て も、我 々非 母 国

語話 者 に はす ぐに反応 で きな い 場合が多々 あ る 。 ま た 中学や高校 で 習 う簡 単な語 句 が違

っ た 意 味や 形 式で 使 わ れ て い る がた め に 、 そ れ と理解で き ない 場合 もよ くあるで あ ろ う 。

更 に そ の よ うな状況 で 頻 出する 慣 用 句 に慣 れて い な い ため に 、 対 処で き な い 場合 もよ く

あ る。 しか し皮 肉な こ とに ． この よ うな 日常 の 生活 語彙や 慣 用 句 は TOEIC  
テ ス トや英

検な どの 資格試験で は狙 われ る ポイ ン トで あ り、実際に 頻 出す る 。 こ の ジ レ ン マ に 対処

す る た め に 、 本テ キス トは 日本入英語 学習者が 英語 圏 に 短期 渡航 す る際 に遭 遇 しや す い

状 況 を テ
ー

マ 別 に設 定 し、そ の 中で 日本 人が トラ ブ ル を起 しや す い 生活 語 彙や 慣 用 句 を
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代 行 経験 させ 、予め習得 させ る こ とを 目標 とす る 。

　テ キス トの レベ ル 的に は 、 TOEIC 　300〜500を中心 に設定す る こ と によ り、 中学 と高

校 で あ る程度 基本語 を 習得 して い る 大学生 に 夕
一

ゲ ッ トを絞 る 。 学習者や教師が馴染み

やす い テ キ ス トを心が け 、ホ ワ イ トス ペ ー
ス や 日本語 で の 設 問 を与 え る と共 に 、 イ ラス

トや 写 真 を多 用 し、情報 の 転 写 を促 進す る 。また大学、短期大学の み な らず 、 英語専門

学校や 英語 科等を もっ 高等学校 で も使 え るよ うな 内容や 難易度 を念頭 に置 く 。

テ キ ス トの 構成 は 以下 の よ うな も の で あ る 。

（Warm −up ） 当該 ユ ニ ッ トの テ
ー

マ に 関連 し た軽い 練習問題 を 取 り入 れ る 。 導入 部 分 で

あ る の で 、学習者に挫折感 を味合 わせ な い よ うな平 易 で 興味深 い 練習 を与え る 。

（Step　1）当該ユ ニ ッ トの テ ー
マ に 深 く関連 した 生活 語彙を 10 個上 げ、学習者 にそ の 日

本語 の 意味を確認 させ る練習問題 を 与 え る 。

（Step　2）上 記 の （Step　1）で 意 味を確認させ た語句を TOEIC 、　 TOEIC 　Bridge や英検 タイプ

の 語彙文法問題形 式で 与 え 、 反 復練習 させ る 。 正0 個 の 生活語彙 をハ イ ライ トさせ 、 学

習者の 意識 を 高め る 。

（Step　3） 生活 語 彙に 加 え 、当 該ユ ニ ッ トの 状 況で 使わ れ る 頻度 が 高 い 慣用句 を選定する 。

慣用 句 を使 っ た会話 そ の 課 の テ ー
マ （例 え ば 、 電話 ）の 状況 で 多 用 され る 慣用 句を 3 つ

与え る 。 （例 、1．Would 　you一 Ω Mr ，　Robinson
，
　please？　2．　You ’

re　wanted 　on 　the

p1r1Ω11g、 3．　Please　hold　the　Iine，）そ の 慣 用 句が 会話 の 中で どの よ うに使 わ れ る か を理 解 さ

せ るた め に 、 穴 埋 めや置換な どの 言 葉の 生産 性 を考 えた 問題 を配置す る。

（Step　4）凾 簡 単 な TOEIC や TOEIC 　Bridge タイプの 問題 を解か せ る 。 そ の 際 に 、 そ

の ユ ニ ッ トで 学習 した 語句や慣用 句 を問題 の 中で リサ イ クル させて 、 学習者の 意識 を 更

に 高め る 。 各 ユ ニ ッ トの 問題 を 12 問 に 制限 し、90分の 授業中で 十分扱え る よ うに配慮

す る 。

（Step　5）Reading　Passage （200words 弱）旅行者や 短期留学者 が 遭 遇 しやす い トラ ブル （文

化 の 違 い や 経験不 足）を扱 う 。 内容 も当該ユ ニ ッ トの 内容 と沿 っ た もの に す る 。 単な る

平 凡 な 無味乾燥な エ ッ セ イ にす る と 、 学生 が興味を しめ さな い 可能 性が高 い の で 、advice

colu   的な もの にす る。

　本書 の regular 　unit は 12 ユ ニ ッ ト構成 と し 、 6 ユ ニ ッ トが 終わ っ た 時点で Review 　Unit

を 一
つ ず つ 設 け る a 全 14 ユ ニ ッ トと して 、 半期授業 に も対応 で き る 形式に す る 。 上 記

で 概 説 した よ うに 、 内容は 旅行 や 短 期 留学 にお い て 経 験 しそ うな事 柄 をで き る だ け時系

列 に して い る 。音声 CD は新 TOEIC に 対 応 し、英 語 の 様 々 なバ ラ エ テ ィ
ー

（米 、 英 、 加 、

豪）で 録 音 す る 。 最後 に テ キ ス トを編 む 際 に User　Friendlinessに 付 け加 え 、　 Teacher

Friendliness を 配 慮 し た TM や サ プ リ メ ン トを編 み こ む予定 で あ る。
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